
東京都青梅市における基本計画の概要 

 本市では、ＩｏＴ技術を活用した生産管理システムの開発から実装までの過程で蓄積した「現場発のノウハウ」を市内産業に波及させる体制を整備し、
支援することで、青梅市のロボットやソフトウェア等の生産性向上に係るＩｏＴ技術を活用した第４次産業革命を推進することにより、地域内産業にお
ける高付加価値の創出を目指す。 

 
東京都青梅市 
 

 
１件あたり平均140.80百万円の付加価値を創出する地域経済牽引事業を12件創出し、これらの事業が
促進区域で1.45倍の波及効果を与え、促進区域で約2,450百万円の付加価値を創出することを目指す。 

 
計画同意の日から平成35年度末日まで 
 

《促進区域図》 促進区域 

経済的効果の目標 

地域経済牽引事業の承認要件 

計画期間 

計画のポイント 

 
・おうめものづくり支援事業補助金（新製品・新技術開発等）による支援 
・地域経済牽引事業者支援体制の確立 
・HP等情報公開体制の整備 
・相談窓口の設置 等 

制度・事業環境の整備 

 
青梅商工会議所、一般社団法人首都圏産業活性化協会（TAMA協会）、 
青梅線沿線地域産業クラスター協議会 
 
 
 

地域経済牽引支援機関 

【要件１：地域の特性を活用すること】 

 青梅市のロボットやソフトウェア等の生産性向上に係るＩｏＴ技術を活用した第４次産業革命 

【要件２：高い付加価値を創出すること】 

・付加価値増加分：11,504万円超 

【要件３：いずれかの経済的効果が見込まれること】 

●雇用者数：２％増加 ●売上げ：2.45％増加 

●雇用者給与等支給額：１％増加 

《市内企業で取り組むＩｏＴ技術導入の一例》 

【対象除外地域】 

秩父多摩甲斐国立公園 

【対象除外地域】 

都立羽村草花丘陵自然公園 
（西東京工業団地） 

 
（三ッ原工業団地） 


